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定期採用職員のご紹介定期採用職員のご紹介

理事長挨拶
　皆様のご支援により2018年度も何とか無事
終えることが出来ました。多くの成果と共に、
見直さなければならない点が多々ありますが、
修正するところは修正し2019年度は新たな気
持ちで臨んでいきたいと思っています。近江ち

いろば会では、年度の事業計画を事業所毎に立案します。この

事業計画を一年の羅針盤として進める為に、１月から３月にか
けてかなりのエネルギーを投入します。それは、「思考は現実
化する」「人も事業も願わなければ、実現しない」という強い
思いからです。森口が就任して以来１５年実施してまいりまし
た。これが、近江ちいろば会の強みとなっていると思います。
ＰＤＣＡサイクルのＰへのこだわりが大切だと思っています。

2018年度の総括と2019年度の方針

　理事長　森口　茂

2018年度の成果
　　①2019年４月採用　新卒者４名（高校卒２名、大学卒２名）の採用ができました。
　　＊ブランド力向上を目指して、ホームページ、ＳＮＳ、採用パンフレットなどの広報活動強化の成果が

でてきました。
　　②デイサービス内の機能訓練Ⅰ、Ⅱの定着が図れました。
　　　生活リハビリ＋身体的機能向上（リハビリ）＝在宅生活維持に繋がっています。
　　③訪問看護体制が強化されました。訪問看護師７名体制（３月末現在）
　　　介護と医療、リハビリの連携が進んでいます。

2019年度の取り組み
①スローガンを「夢のある、働きがいのある、愉快な職場」とし、働き易い職場づくりで離職率を減ら
す取り組みを行います。目指すは離職率10％以内

②リハビリ強化で、訪問リハビリを始めます。
　　　セラピスト４月１名、10月より２名体制を構築

③新たな事業展開の芽を探します。
　　　＊在宅看取り体制強化　＊病院より在宅復帰に対応

④外国人留学生２名の専門学校受講支援と週２日の就労を始めます。
　　　多様な働き人を確保し、安定した運営を目指します

⑤地域に開かれた法人となるため、地域社会と関わってまいります。
　　　＊バザーの開催　２会場　＊地域イベントへの参加　
　　　＊認知症発見保護訓練への参加　＊ふれあい事業で居場所づくり

在宅生活の継続／専門職の連携

介護士／
　生活リハビリ

セラピスト／
　　　機能訓練　

看護師／
　　医療的ケア

調理師／
　美味しい食事

　2019年度は、法人初めての高卒2名、大卒2名の新卒採用4名、さらには作業療法士、看護師、管理栄養士、介

護福祉士の専門職などの10名の方が、当法人の仲間として加わりました。

　また、フィリピンからの留学生2名（ララン マリチョ レドンドさん、ボンガド レイヤネン パスキールさん）の介

護福祉士専門学校における就学支援を行い、又アルバイトとして働いて頂くこととなりました。

新卒採用

左から
山崎　彰太さん、髙田　七百美さん
中西ひかりさん、村田　未優さん

留学生専門職採用

前列左より 矢倉　美佐さん（グループホーム　ぼだいじ）
 粟津　里奈さん（グループホーム　みなくちみんなの家）
 森口　茂理事長
 木田祐美子さん（デイサービスセンター　みなくちみんなの家）
 須山都志子さん（小規模多機能型居宅介護事業所　ぼだいじみんなの家）
後列左より 山脇　恵子さん（ぼだいじホームヘルパーステーション）
 片野　美幸さん（厨房）
 寺本　章恵さん（ゆめとまの家おしどり）
 鎌田　一輝さん（小規模多機能型居宅介護事業所　ぼだいじみんなの家）
 井上　直也さん（小規模多機能型居宅介護事業所　ぼだいじみんなの家）
 村上　順哉さん（ぼだいじ訪問看護ステーション）

中道　晴夫
藤井　淑子
脇坂　照世
森口　孝彦
榎本　和子

松平　千鶴子
森口　まつ江
後宮　明子(京子)
冨岡　幸生
山崎　敬子

海野　勝久
日本キリスト教団 水口教会
信愛幼稚園
森口　茂
垣内　尚美

高橋　初生
尼崎竹谷教会
扇田　紀子
水口子どもの教会
京都丸太町教会　シオン会

原田　潔

　社会福祉法人近江
ちいろば会の創業者
である後宮俊夫氏が
２０１８年１２月２３
日にご逝去されまし

た。享年９６歳でした。天国で神様と共に
お過ごしになられていることと思います。
　後宮俊夫氏は、どのような場合でも、人
を受け入れ、神様の愛の実践者でした。ま
た、キリスト教会総会議長、大学理事長、
社会福祉法人設立者として大きな働きをさ
れた人でした。
　近江ちいろば会の理念「人にしてもらい
たいと思うことを、人にもしなさい」は、本

人の意向を一番大切にし、尊厳を守るよう
にとの宣言です。私たちは、この理念の踏
襲者として仕事をしていきたいと願ってい
ます。
　経歴は波乱万丈の人生で
１９２２年～１９４５年
軍人の家系に生まれ、海軍兵学校を卒
業し第二次世界大戦に参戦

１９４５年～１９９３年　
終戦後公職追放で真珠の養殖などを手
掛けた後、榎本保郎牧師と出会いキリス
ト教入信、牧師となる
日本基督教団総会議長５期１０年務
める

敬和学園理事長となり、敬和学園大
学設立

１９９４年
　社会福祉法人　近江ちいろば会設立
２００２年　デイケアの家おしどり設立
２００４年３月　館長を退任
２０１８年１２月２３日　ご逝去

　クリスチャントゥデイのホームページに、
『戦争経験者に聞く戦後７０年（１）：海
軍将校として戦艦「霧島」で戦い、戦後牧
師に　後宮俊夫牧師が語る「キリストの平
和」』が掲載されています。

近江ちいろば会創業者　後宮　俊夫氏を悼む 森口　茂

質の高い
ケア
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2018年度 業務改善活動成果発表会

　平成30年度施設整備等助成事業として、公益財団

法人中央競馬馬主社会福祉財団様より助成金(100万

円)を頂き、ダイハツアトレーの福祉車両を購入させ

ていただきました。

　ここに事業完了のご報告を申し上げますと共に、

公益財団法人中央競馬馬主社会福祉財団様をはじ

め、ご協力を賜りました関係者の皆様に謹んで感謝

の意を表します。

　利用者様の受診同行や外出支援の手段として大切

に使わせていただきます。ありがとうございました。

公益財団法人中央競馬馬主社会福祉財団様より福祉車両の助成を頂きました

　社会福祉法人滋賀県共同募金会様より平成30年度赤い羽根共同募金助成

事業「防災活動支援事業」により助成金(23万円)をいただき、このたび防災倉

庫を設置いたしました。

　お陰様で、これまで分散していた防災備蓄品等を1カ所で保管することがで

き、万一に備えての体制が強化できました。

　社会福祉法人滋賀県共同募金会様をはじめ、ご協力を賜りました関係者の

皆様に謹んで感謝申し上げます。誠に有難うございます。

「防災倉庫の設置」助成金を頂きました

　グループホームぼだいじでは、経年により不具合が出ていたとい及びデッキの改修にあたり、湖南市より補助金（１７１万４千

円）を頂き、整備することができました。これにより入居者様も安心安全にお住まい頂けます。誠に有難うございました。

平成30年度湖南市高齢者福祉施設等施設整備費・推進費補助金を頂きました

　2019 年２月 21日に、12事業所が一年間にわたって業務改善に
取り組んだ成果を発表しました。2018 年度のＱＣ方針は、①継続
　②本質（ケア品質、業務効率、職員満足）③コミュニケーション（共
に考え支え合う）、として、それぞれの事業所が創意工夫した素晴ら
しい活動を行いました。成果発表会には、ご家族様、民生委員、地
域の事業者なども参加され、審査にも参加して頂きました。ちいろ
ばＱＣ大賞は、デイケアの家おしどりが取り組んだ「ウォーキング」
による心身の機能向上の取組みとなりました。魅力ある周辺地域をウォーキングすることで歩く距離が伸
び、歩行意欲の向上、筋力やバランスの向上がみられました。表彰は、下記のとおりです。

各賞／事業所名 テーマと概要
近江ちいろばＱＣ大賞 周辺地域の「ウォーキング」をすることで、握力や FR（ファ

ンクショナルリーチ）などの運動機能が向上した。デイケアの家おしどり
ハイパフォーマンス賞 「生きる喜び」が湧くような小規模サークルを立ち上げ、やり

がいのある充実した生活を送っていただく取組みを行った。（ケアハウスピスガこうせい）
グッドパフォーマンス賞 日中に強い眠気があり、共同作業や散歩などへの参加が少ない

方の夜間の睡眠について睡眠の量と質を評価した。（グループホームぼだいじ）
オーディエンス賞 「利用者・家族との信頼関係」「地域交流」「広報活動」「介護技

術や知識の向上等」に取り組み新規利用が増加した。（ゆめとまの家おしどり）



各事業所の
取り組み紹介
各事業所の
取り組み紹介

－在宅介護と認知症ケアに重点をおいた質の高いケア－

（福）近江ちいろば会の事業体系

湖南市エリア

甲賀市エリア
ケアプランセンター
みなくち みんなの家

グループホーム
みなくち みんなの家

デイサービス
みなくち みんなの家

ケアハウス
ピスガこうせい

ぼだいじ
デイサービスセンター 虹

デイサービス
ゆめとまの家おしどり

ぼだいじホーム
ヘルパーステーション

グループホーム
ぼだいじ

共用型
デイサービス

デイサービス
デイケアの家おしどり

障害福祉ホーム
ヘルパーステーション

小規模多機能型　
ぼだいじみんなの家

総合事業
るんるんクラブ

認知症デイサービス
いこい

ぼだいじ
訪問看護ステーション

ぼだいじ
居宅介護支援センター

総合事業
ふれあいの家おしどり

認知症デイサービス
しんあい

ちいろば
移送サービス

社会福祉法人 近江ちいろば会〜ピスガからの風　第50号〜

事業所の特徴

　ご自宅に伺い、安心して日常生活がおくれるよう支えています。また介護保険外でのサービス
もご利用いただけます。

2018年度の取り組み

・�それぞれの役割やもち味を活かしながら力を
合わせることができました。
・�2017 年度に引き続き、春のバザー、夏祭り
などに参加できました。

2019年度に向けて

・「初心忘れるべからず」
・�一人ひとりの利用者様に寄り添えるように、
ヘルパー同士で不足する部分をカバーしあい
ます。

ぼだいじホームヘルパーステーション

事業所の特徴

　住み慣れた地域や自宅で、その人らしく療養
できるように支援しています。

2018年度の取り組み

　24時間、365日対応し、利用者様の療養生
活の支援を行いました。
　また、在宅看取りにも積極的に取り組みまし
た。

2019年度に向けて

　スタッフに作業療法士を迎え、訪問リハビリを開始します。
　さらにパワーアップした訪問看護ステーションを目指します！

ぼだいじ訪問看護ステーション

事業所の特徴

　専門業務を通して各事業所の健全運営をサポートするプロ集団です。

2018年度の取り組み

　ホームページのリニューアルやＳＮＳでのタ
イムリーな情報発信で、法人のブランディング
強化が図れました。

2019年度に向けて

　法人ビジョンの実現に向けて、より専門性の
追求と事業所支援に注力します。また、職員に
とって働きがいのある愉快な職場づくりのため
の改善に取り組みます。

法人本部

事業所の特徴

　「声が聞こえる、笑顔が見えるデイサービス」
を目指しています。利用者さんとの会話と笑
いをとても大切にしています。

2018年度の取り組み

　生活リハビリの充実を行いました。
　住み慣れた我が家でいつまでも自分らしく
暮らしていただくために自立、自律の支援を
しています。畑のリハビリ、調理のリハビリ、
音楽リハビリ、歌のリハビリなど。
　理学療法士の先生に毎回来ていただき機能
訓練Ⅱのリハビリを開始いたしました。足腰
に不安のある方は下肢筋力強化のリハビリを
することで　自宅の段差や階段の不安を無く
し安心して自分らしく暮らせる支援を行って
います。

2019年度に向けて

　2018 年度の取り組みを土台にして生活リ
ハビリの充実を図ります。
　生活リハビリが進化していくように利用者
さんの現状に合わせて変化させていきます。
　「一人一人を大切に」のテーマに沿って職員
一同歩みます。

デイケアの家おしどり

事業所の特徴

　月 4回、金曜日に開所しています。毎週様々
なことに挑戦し笑いと会話の絶えない一日で
す。

2018年度の取り組み

　自立・自律支援を目指した取り組みや催し
を行っています。また、多くのボランティア
さんの支援を受けて、たとえば折り紙、習字、
料理など、幅広い活動に楽しんで取り組むこ
とができました。

2019年度に向けて

　住み慣れた場所で在宅生活を続けるには？
　これを実現するために、日々の生活におけ

る自立支援に取り組むとともに、夢や希望を
持ちながら金曜日を楽しみに待って過ごせる、
生きがい作りの場所を目指して行きたいです。

ふれあいの家おしどり

事業所の特徴　

　介護職員、理学療法士２名、看護師、歯科
衛生士が連携し、「心と身体が動く、元気が見
えるデイサービス」をキャッチフレーズにし、
在宅生活の自立に繋がる支援を行います。

2018年度の成果

　機能訓練Ⅰに加え機能訓練Ⅱを行い、立つ
歩く座るのに必要な筋力維持、家庭での動作
に繋がる訓練、そして、やってみようと思わ
れるようなプログラムを充実させ、活動的に
なりました。

2019年度に向けて

　ご利用者の満足度の向上につながるケアを

行うため、職員は役割分担し各職員の長所を
発揮します。「ひとりはみんなのために、みん
なはひとりのために」をテーマに、お互いの
仕事内容を把握し、協力しあいます。

ぼだいじデイサービスセンター虹

事業所の特徴

　広い畑と恵まれた自然、家のような環境で
予防から介護迄変わらずに通い続けて頂く事
が出来ます！

2018年度の取り組み

　ご利用者自身の能力を発揮していただける
活動、業務面では、職員の動きボードや様々
な見直しや改善、ゆめとまを多くの方に知っ
て頂くために、収穫祭やＳＮＳなど広報に努
めました。

2019年度に向けて

　元気に在宅生活を続けるために、専門的な
作業療法を取り入れ、生活に即した機能維持、

向上を目指して活動します。
　今年度のスローガン、「ゆめとまの家は、ひ
とりひとりが活き生きとしているなあ！！」
と言われるよう一丸となって頑張ります。

ゆめとまの家おしどり 事業所の特徴

　ご利用者やご家族の気持ちを考えられる、
優しく思いやりのあるスタッフが多く、家庭
があっても支え合って、活き活きと働ける事
業所です。

2018年度の取り組み

　バーセルインデックスの項目に添った体操
を月替わりで考え、毎日実施し、自宅での生
活に繋げました。
　今までされてきた事や、得意な事等での自立
支援の取り組みをすすめることが出来ました。
　あやのわいわいフェスタで、みなくちみん
なの家を知って頂くことができました。

2019年度に向けて

　皆さんが住み慣れた家で安心して生活を送
ることが出来る様、継続して自立支援に取り
組みます。また、ご家族の負担軽減が出来る
よう、支援できる事業所を目指します。

デイサービスセンターみなくちみんなの家

事業所の特徴

　少人数の家庭的な集いの中で、これまで培ってこられた力を大切に過ごして頂けるように心が
けています。

2018年度の取り組み

　喜びと楽しみの追求と、老人会、自治会、保
育園など、地域に密着した交流を行うことが出
来ました。

2019年度に向けて

　介護技術の向上と医療的な視点の向上を目指
していきたいと思います。特に口腔ケアを重点
的に取り組んでいきたいと思います。

中央デイサービスセンターしんあい

メンバーの特徴

　甲賀市水口町に開所して、8年目を迎えます。
　今年度も引き続き、児童福祉、障害者福祉、高齢者福祉等多分野で経験してきたケアマネー
ジャーが地域の皆様のご支援、ご相談のお手伝いをさせていただきます。
　いつでもお立ち寄り下さい。

☆みなくちみんなの家　調理室の紹介

　毎日手作りの美味しい料理を提供しています。
　昨年は、地域の行事、「あやのわいわいフェスタ」
に参加させて頂き、みんなの家でいつも食してい
る、おやつの「ういろ」と、「かやくご飯」をバザー
で提供させて頂き、好評でした。
　利用者も職員もみんなの家の食事が大好きです。

ケアプランセンターみなくちみんなの家＆調理室

事業所の特徴

　アットホームで、職員がいきいきと働けるところです。

2018年度の取り組み

・�ひもときシートを使用し、より根拠のあるケアを行う事が出来ました。
・�ご家族との交流（家族会、わいわいフェスタ、日帰り旅行、餅つき）
・�22 区や綾野自治振興会との交流の機会を沢山持つことが出来ました。
　�防災訓練、あやのわいわいフェスタ、まちづくりネットワーク、みなくち干瓢つくり（苗植え
から収穫、皮むき、天日干し）

2019年度に向けて

・�思いを伝えにくい方のニーズも把握し、行動する。
・�地域の方にみなくちみんなの家のことを知って
頂き、相談窓口となれるように活動する。

・�地域包括支援センターや地域、警察、他事業所
と連携し、年をとっても、認知症になっても住
みやすい街づくりを行う。

グループホーム みなくち みんなの家

事業所の特徴

　るんるんクラブでは、総合事業通所型とし
てサービスを行っています。

2018年度の取組

　出来る限り、元気に現在の生活を自宅で続
けていただけるような取り組みを行いまし
た。専門職による、健脚講座・栄養講座・認
知症研修・口腔講座を行いました。皆さんが
毎回笑顔で来られるようにサービスを行って
います。

2019年度の取組

　今年度から営業日を水曜日のみに変更しま
した。昨年と同じように皆様が今の生活を続

けて行けるような取組を行います。そして「来
て良かった」と言っていただけるように～み
んなで集って、いきいき元気に、るんるん楽
しく～を合言葉に頑張ります！

ぼだいじるんるんクラブ

事業所の特徴

　「自分らしくいられる居場所」
　そんなデイサービスを目指しています。
　家族も一緒に支えます。
　笑いあり涙ありのドラマのような毎日です。

2018年度の取り組み

　「いこいはいいとこや～」
　利用者からの温かい励ましで、職員は奮闘し
ました。

2019年度に向けて

　「いつまでもあなたらしく」
　皆様との一期一会を大切に積み重ねていきます。

ぼだいじデイサービスセンターいこい

事業所の特徴

　厨房は職員全員がお料理大好きで、食べる
事はもちろんの事、色んなクッキングを楽し
みながら作りご提供させていただいておりま
す。スイーツなども手作りでみんなで楽しく
業務に携っております。
　それと共に、利用者の皆さんの笑顔や、お
いしかったよ、の一言が待ち遠しくて、頑張っ
ています。また皆さんのお声かけをお待ちい
たしております。

2018年度の取り組み

　昨年度は「食のステーション構想」をスロー
ガンに、厨房発信で皆様に食を通じて生活の楽
しみや喜びをご提供させていただく事を念頭
に、配食弁当などのご提供を新たに進めてまい
りました。結果、利用者の皆様方に幅広くご利
用いただき大変喜ばしく思っております。

2019年度の取り組み計画

　本年度の取り組み計画としては、昨年度か
ら始まった食のステーション構想の次段階と
して、それらの活動のより幅広い広報活動と
共に、サテライト事業所への食を通じての新
たなアプローチを考えております。
　例えば、調理レクレーションのシステム化、
及び合理化などです。
　それらを通じて地域全般にちいろばの直営
厨房の取り組みを広げて行きたいと思ってお
ります。

厨　　房

事業所の特徴

　ケースの共有を行い、より多角的な視点できめ細やかな相談支援を行っています。

2018年度の取り組み

・フットワークよく速くて丁寧な対応
・�地域での人と人との繋がりを大切にした、自
立に向けての相談支援

2019年度に向けて

・�わかりやすく、納得していただけるケアプラ
ンの作成
・自立支援を目指した各事業所との連携
・�住みよいまちづくりのための地域のネット
ワークづくり

ぼだいじ居宅介護支援センタ−

事業所の特徴

　その方が、住み慣れたご自宅で、出来る限り暮らし続けられるように支援するサービスです。

2018年度の取り組み

　お寿司バイキングの実施や、地域のまちづくり
フェスタ、夏祭りなどに積極的に出向きました。
　月間目標を見える化し、実現に向けて行動し
ました。また、個別体操を継続できました。

2019年度に向けて

　更に積極的に地域に出向き、事業所を地域の
交流の場としてご利用戴き、開かれた存在とし
ていきます。
　利用者様が過ごされる場所や車両などの環境
整備も行っていきます。

小規模多機能型居宅介護事業所　ぼだいじみんなの家

事業所の特徴

　職員はお互いの存在や役割を尊重し、入居者様やご家族と共に支え合いながら楽しい暮らしを
送っています。

2018年度の取り組み

　入居者の方には出来る力を活かし、自信を
持って生活をしていただく自立支援に取り組み
ました。

2019年度の取り組み

　職員がいきいきと楽しく仕事が出来る環境を
作り、その喜びが入居者様に大きく反映できる
よう取り組みます。

グループホームぼだいじ

事業所の特徴

　一つ一つの事に全員で和気あいあいと取り組
んでいます。

2018年度の取り組み

　自立支援への取り組みとして小規模行事を
多く開催したことで、普段活動の少ない方、
引きこもりになっている方の活動の場を提供
しました。

2019年度に向けて

・�自立支援への取り組みとしての小規模行事を定着させる。
・�入居者の身体面、生活面でのニーズを見極めて対応していく。
・職員も楽しめる行事を実施していく。

ケアハウス　ピスガこうせい


